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　株式会社ぬちまーすの高安正勝社長の計らいにより、う
るま市の名産品に認定されている「ぬちまーす」が、市内の
学校給食で利用されることになりました。
　「ミネラル豊富なぬちまーすを、うるま市の子どもたちのた
めに有効活用してほしい」と、毎月、１００㎏の「ぬちまーす」
が、無償で提供されることになりました。8月27日の贈呈式で
は、高江洲中３年の名護盛任君が「有名なぬちまーすを食
べて、学校生活を元気に頑張りたい」と感謝の気持ちを述
べました。

　市では、海外からの短期研修生を受け入れる「うるま市
海外移住者子弟研修生受入事業」を実施しています。
　今年は、うるま市ペルー郷友会の推薦により、8月25日から
日系三世の伊礼門 石坂 アミさん（ペルー共和国出身）が、
研修に訪れています。
　祖父母がうるま市出身というアミさんは、現在、日本語や三
線などを習得するため、日々 、研修に励んでいます。帰国後
も郷友会の発展や本市との交流の懸け橋となるため、約３
か月間、沖縄文化などについて理解を深めていきます。

　　　　中村 盛俊氏（６月28日逝去）
　　　　うるま市与那城【元与那城村長】

　“つくろう、広げよう、健康と福祉の輪”をテーマに、第３回
うるみん健康・福祉まつりが、９月11、12日の両日、市健康福
祉センターうるみんで開催されました。
　福祉団体の手作り作品や農産物などの展示即売会、
健康相談やパネル展示の他、野外ステージでは、市内の
保育園児による踊りや太鼓などが披露され、会場は多くの
来場者で賑わいました。無償提供を受け、高安社長に教育委員会から感謝状が贈られました

平安座区の「17日会」で、エイサーやウスデークを見学したアミさん

　７月２３日から８月２０日の期間、アメリカ合衆国ワシントン州
のシアトル近郊で行われた短期留学に、市内の中学生１０
名が参加し、アメリカの文化や生活、英語などを学びました。
　９月２日、保護者や教育関係者等が出席して、市役所で
帰国報告会が行われました。
　参加した生徒たちは一人ひとり、アメリカでの体験談、周り
の人への感謝の気持ち、将来の夢などを作文にして発表し、
スクリーンに写真を写しながら現地での様子を報告しました。

短期留学に参加し、帰国報告を行った生徒たち

　７月１０、１１日の両日、浦添市民体育館で行われた沖
縄県スポーツ少年団交流大会で、市内で活動するバ
レーボールクラブの赤道クラブが堂々の準優勝を収め、
１１月に佐賀県で行われる大会へ派遣が決定しました。
　9月3日、チーム関係者や家族と共に市役所を訪れた選
手たちが、島袋市長と謝敷教育長へその喜びを伝え、九
州大会に向けて一人ひとり抱負を述べました。

九州大会に向け、意気込みを語った赤道クラブの選手たち
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藏本 達雄氏
勝連平安名【元勝連町議】

石川 元長氏
恩納村谷茶【元石川市議】
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　地域振興と活性化な
どを図ることを目的に、う
るま市商工会青年部主
催による沖釣り大会が
平敷屋漁港で開催さ
れ、市内外から10チーム
が参加。近海での釣りを楽しみながら、参加者同士交流
を深めていました。また、平敷屋漁港周辺の海岸でクリー
ン活動も同時に行われ、ゴミ拾いで汗を流しました。

　９月９日の救急の日にちな
んで、ジャスコ具志川店にお
いて、救急フェアが開催され
ました。当日は消防車輌やド
クターヘリが展示された他、
心肺蘇生法の指導や健康
相談が行われ、救急と健康の大切さを来場者へ呼びか
けました。また、永年、津堅島で夜間発生した急患の搬送
に協力し、地域医療に貢献したとして、有限会社神谷観
光（神谷幸一代表）さんに感謝状が贈呈されました。

　市の畜産振興の強化
を図る目的で、第６回畜
産共進会が市豊原のＪＡ
おきなわ中部家畜セリ市
場で開かれました。　　
　今年は、肉用牛75頭、
種豚20頭が出品され、厳しい審査の結果、肉用牛の部
で、比屋根智和さん、種豚の部で田原千恵子さんが、そ
れぞれうるま市長賞を受賞しました。
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